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本書は，昨年 11 月の出版以来，The Econo-

mist 誌の Best Books of the Year 2016，Finan-

cial Times の 2016 年 Best Books of 2016: Econ-

omics に選ばれるなど，世界中で大きな反響を

呼んでいる本である。

ボールドウィンがかねてから提示していた第

1 のアンバンドリング（地理的分離），第 2 の

アンバンドリングという概念は，1990 年あた

りを境とするグローバル・ヴァリュー・チェー

ン（GVCs）の変質を見事にとらえたもので

あった。それに加え本書では，モノ，アイデ

ア，ヒトという３つの要素の移動費用が技術革

新によって順次軽減されていくという枠組み

で，第 1，第 2，第 3 のアンバンドリングを再

整理している。特に，1990 年頃から顕著に拡

大した第 2のアンバンドリングによって，先進

国のアイデアと新興国の安価な労働力とが結び

つき，南北間の相対的所得格差の大収束が起

こったとの主張は，現代のグローバリゼーショ

ンを理解する上で極めて重要である。

これを精緻な経済理論と実証研究に落とし込

んでいくにはまだ時間がかかるが，グローバリ

ゼーションをとらえる１つの概念枠組みの提示

という意味で，本書の持つ意義は大きい。

また，これを発展途上国の開発戦略に応用し

ていくためには，いくつか補足しなければなら

ないものがあるだろう。第２のアンバンドリン

グによるアイデアの移動を途上国が十分に利用

するためには，単に国際的生産ネットワークに

接続するにとどまらず，多国籍企業と地場系企

業の間の技術移転・漏出の促進，効率的な産業

集積の形成などが，必要となってくるはずであ

る。また，賃金上昇によるアイデア流入の鈍化

をどのように乗り越え，上位中所得経済から高

所得経済へと移行するかについても，まだシナ

リオが描けていない。

第３のアンバンドリングについては，本書が

主張するように telepresence，telerobotics な

どによる face-to-face コストの低下という方向

に本当に進むのか，評者も十分納得していない

が，本書が１つの重要な視座を与えていること

は間違いない。また，グローバリゼーションお

よび技術革新が，産業あるいは生産要素単位で

はなく，個々の企業や個人が受け持つ職種・タ

スクごとに異なった影響を与えうるという指摘

も，昨今の先進国内における格差の問題を考え

る上で重要である。

平易な英語で書かれており，Kindle 版も出

ているので，研究者，大学院生にとどまらず，

学部生向け参考書あるいは外書購読の教材とし

ても役に立つだろう。 （きむら ふくなり）
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